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独力で外出困難な患者 31 名中，タイプ 1 閉じこもりは 25 名であった。閉じこもり
群は，非閉じこもり群と比較して，転倒自己効力感，手段的自立，知的能動性が有意に
低値を認めた（p＜0.05）。ロジスティック回帰分析の結果，手段的自立（オッズ比：0.358，
95％信頼区間：0.180－0.714）がタイプ 1 閉じこもりに関連する因子として抽出された。 
独力で外出可能な患者 47 名中，タイプ 2 閉じこもりは 18 名であった。閉じこもり





信頼区間： 1.217－ 7.308），地域での役割の有無（オッズ比： 10.291，95％信頼区間：
1.672－63.356）がタイ プ 2 閉じこもりに関連する因子として抽出された。  
【考察】  
閉じこもりに関連する因子は，移動能力別に相違を認めており，閉じこもりを予防す
るための理学療法は，移動能力別に検討することが必要と考えられた。  
 
